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エリスロマイシン（CAS no. 114-07-8） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
エリスロマイシンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、ス

テロイド代謝酵素への影響を示すことが示唆された。 
 
(１)ステロイド代謝酵素への影響 

 Fisher ら(1990)によって、エリスロマイシン 0.5mmole/kg/day(=367mg/kg/day)を５日間経口投与

した雄 SD ラットへの影響(最終投与から２時間後)が検討されている。その結果として、肝臓

ミクロソーム 2/4-ヒドロキシラーゼ比活性(17β-エストラジオールを基質とする)の低値、ミク

ロソーム蛋白質中チトクローム P450(複合体)濃度の高値が認められた。なお、肝臓相対重量、

肝臓中ミクロソーム蛋白質濃度には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：エストラジオールの代謝阻害 

 Akiyoshi ら(2013)によって、エリスロマイシン 0.1、0.3、１、５、20μM(=73.4、220、734、3,670、
14,700μg/L)の濃度で CYP3A4.1 によるテストステロン 6β-水酸化酵素比活性への影響が検討さ

れている。その結果として、Ki 値 1.04μM(=763μg/L)の濃度でテストステロン 6β-水酸化の阻害

が認められた。 
想定される作用メカニズム：テストステロンの代謝阻害 

 Yamazaki ら(1996)によって、エリスロマイシン 30μM(=22,000μg/L)の濃度でヒト肝臓ミクロソ

ームによるテストステロン 6β-水酸化酵素比活性への影響が検討されている。その結果として、

テストステロン 6β-水酸化の阻害が認められた。 
また、エリスロマイシン 30μM(=22,000μg/L)の濃度でヒト CYP3A4 モノオキシゲナーゼ再構

築発現系によるテストステロン 6β-水酸化酵素比活性への影響が検討されている。その結果と

して、テストステロン 6β-水酸化の阻害が認められた。 
なお、エリスロマイシン 30μM(=22,000μg/L)の濃度でヒト CYP3A5 モノオキシゲナーゼ再構

築発現系によるテストステロン 6β-水酸化酵素比活性への影響が検討されているが、テストス

テロン 6β-水酸化の阻害は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：テストステロンの代謝阻害 
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